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１ 給水装置工事 

市内で、新しく水道を引く（新設）、メータ場所を動かす（移設）、メー

タの口径を変更する（変更）、水道を撤去する（撤去）工事は、必ず志摩市

指定給水装置工事事業者（以下、市指定工事事業者という）へ委任してくだ

さい。 

 

２ 工事の申込み 

委任を受けた市指定工事事業者はあらかじめ上下水道部水道工務課に給水

装置工事申込書を提出し、工事の設計審査を受け承認を得てください。な

お、給水装置工事申込書は厚紙での提出をお願いします。 

 

 

※給水装置設置後、3年間は閉栓できないため、申し込みの時期については、よ

く検討してください。ただし、建物がある場合、閉栓することができます。 

※宅内でのメータ移設について、2ｍ以内の移設については、完成報告書のみの

提出となりますが、事前に水道工務課と協議してください。 

【参考】 

志摩市水道事業給水条例（抜粋） 

(給水装置の新設等の申込み) 

第5条 給水装置を新設、改造、修繕(水道法(昭和32年法律第177号。以下

「法」という。)第16条の2第3項の厚生労働省令で定める給水装置の軽微な

変更を除く。)又は撤去をしようとする者は、水道事業の管理者の権限を行

う市長(以下「管理者」という。)の定めるところにより、あらかじめ管理者

に申し込み、その承認を受けなければならない。 

(過料) 

第44条 次の各号のいずれかに該当する者は、5万円以下の過料を科すこ

とができる。 

(1) 第5条の承認を受けないで、給水装置を新設、改造、修繕(法第16条

の2第3項の厚生労働省令で定める給水装置の軽微な変更を除く。)又は撤

去した者 
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３ 申請から施工までの流れ 

工事申請から施工までの一般的な流れは以下の通りです。ただし、施工条

件等によっては以下の流れと異なる場合がありますので、その場合には水道

工務課の指示に従ってください。 

 

図：給水装置工事の流れ 

 

 

４ 提出書類及び申込の時期 

工事着手前に必ず給水装置工事申込書（様式第１号）及び承諾書を提出し

てください。設計審査期間は工事内容によって異なります。書類の確認及び

書類不備による訂正等に時間を要する場合がありますので、余裕をもって提

出してください。 
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給水装置工事申込書（記入例） 



4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給水装置工事申込書（記入例） 
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材　料　名 規格 数量 単位 金　額 規格 数量 単位 金　額

サドル分水栓（VP用） φ100 ×20 1.0 個 〇〇〇 φ〇×〇 〇 箇所 〇〇〇

直 結 止 水 栓 φ１３ 1.0 個 〇〇〇 φ〇 〇 箇所 〇〇〇

量 水 器 ボ ッ ク ス φ２０ 1.0 個 〇〇〇 φ〇 〇 箇所 〇〇〇

Ｈ Ｉ　 Ｖ Ｐ φ２０ 3.4 m 〇〇〇 〇〇〇 〇 ㎥ 〇〇〇

Ｈ Ｉ　 ソ ケ ッ ト　 φ２０ 2.0 個 〇〇〇 〇〇〇 〇 ㎥ 〇〇〇

Ｈ Ｉ　 ソ ケ ッ ト φ20×13 1.0 個 〇〇〇 〇〇〇 〇 箇所 〇〇〇

Ｈ Ｉ　 エ ル ボ φ２０ 2.0 個 〇〇〇 〇〇〇 〇 ㎥ 〇〇〇

Ｓ Ｋ φ 個 〇〇〇 〇 ㎥ 〇〇〇

ロ ク ロ 継 手 Ф２０ 1.0 個 〇〇〇 〇〇〇 〇 ㎥ 〇〇〇

〇〇〇 〇 ㎥ 〇〇〇

〇〇〇 〇 m 〇〇〇

〇〇〇 〇 ㎡ 〇〇〇

φ〇 〇 m 〇〇〇

φ〇 〇 箇所 〇〇〇

〇〇〇 〇 ㎡ 〇〇〇

〇〇〇 〇 式 〇〇〇

〇〇〇 〇 式 〇〇〇

① ②

純 工 事 費
③

発 注 日

諸 経 費
④

完 成 日

小 計
⑤

業 者 請 求 額
⑫

消 費 税
⑥

消 費 税
⑬

合 計
⑦

業 者 請 求 額 計

材　料　名 規格 数量 単位 金　額 規格 数量 単位 金　額

サドル分水栓（　　用） φ　 ×　 ケ ㎡

直 結 止 水 栓 φ ケ ㎡

量 水 器 ボ ッ ク ス φ ケ 式

ろ く ろ 継 手 φ ケ

材 料 費 小 計
⑧ ⑨

水 道 事 業 分 計
⑩

材 料 費 計
⑪ ⑧＋

 　⑧×消費税率
工 事 費 計 ⑦×1/2

⑧＋⑨ 消 費 税 ⑩×消費税率

百円止め 労 務 費 小 計 百円止め

仮 舗 装 復 旧 工

区 画 線 工

単価 工　　　　種 単価

舗 装 復 旧 工

上 記 の う ち 水 道 事 業 分

材 料 費 労 務 費

⑤×消費税率 〇〇〇 ⑫×消費税率

③＋④
千円止め

〇〇〇 業

者

分

⑤×1/2

⑤＋⑥ 〇〇〇 ⑫＋⑬

①＋② 〇〇〇
舗
装
復
旧

平成　　　　年　　　　月　　　　日

②×諸経費率 〇〇〇 平成　　　　年　　　　月　　　　日

材 料 費 計 〇〇〇 労 務 費 計 〇〇〇

重 機 運 搬 工 〇〇〇

仮 舗 装 復 旧 工 〇〇〇

区 画 線 工 〇〇〇

管 布 設 工 〇〇〇

継 手 接 合 工 〇〇〇

舗 装 切 断 工 〇〇〇

舗 装 復 旧 工 〇〇〇

〇〇〇 埋 戻 工 〇〇〇

残 土 処 理 工 〇〇〇

〇〇〇 砕 石 入 工 〇〇〇

砂 入 工 〇〇〇

〇〇〇 床 掘 工 〇〇〇

〇〇〇 側 溝 技 工 〇〇〇

〇〇〇 量 水 器 取 付 工 〇〇〇

〇〇〇 舗 装 版 取 壊 工 〇〇〇

〇〇〇 本 管 分 岐 工 〇〇〇

〇〇〇 止 水 栓 取 付 工 〇〇〇

給 水 工 事 設 計 書

材 料 費 労 務 費

単価 工　　　　種 単価

給水装置工事申込書（記入例） 
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承諾書（記入例） 

個人の場合、本人自署署名または押印 

法人の場合、代表者印を押印 
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５ その他提出書類 

その他の提出書類として、施工内容によって給水管所有者分岐同意書、土地家

屋使用承諾書及び誓約書の提出が必要な場合があります。 

   各書類とも個人の場合は自署署名または押印、法人の場合は代表者印押印にて

記入してください。 

 

 

６ 加入分担金等の納付 

申込書提出時に納入通知書を発行しますので加入分担金、設計審査・工事

検査手数料等の納付を行ってください。加入分担金等の納付後にメータをお

渡しします。 

 

 

７ 道路等の占用許可 

工事において公道上を掘削する場合には道路管理者の許可が必要となりま

すので、以下の必要書類を提出してください。 

 

工事図面等･･･国道・県道・市道等とも３部 

（位置図、平面図、横断図、掘削図、路面復旧図、写真、その他） 

交通規制図等･･･国道・県道 ５部 市道等 ２部 

（位置図、交通規制図、その他） 

 

提出書類をもとに、水道工務課から道路管理者に占用申請及び道路交通障

害報告依頼を提出いたします。申請から工事の許可が下りるまでの期間の目

安は下記のとおりですが、工事の内容、工事箇所によってはさらに期間が必

要な場合もありますので、工事の予定時期に間に合うよう余裕を持って申込

みをしてください。 
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国道・県道の場合 

提出から約４５日後以降に着手となります。 

占用許可後、道路交通障害報告周知のため、約１０日間の期間を取ります。 

市道等の場合 

提出から約２６日後以降に着手となります。 

占用許可後、道路交通障害報告周知のため、約１４日間の期間を取ります。 

 

 

８ 申込みの取下げ 

申込者のやむを得ない理由等で工事の申込みを取下げる場合は、給水装置工

事申込取り下げ届の提出、また加入分担金等を返還させていただく必要があ

る場合は、あわせて加入分担金等還付請求書を提出してください。 
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９ 施工時の注意点 

本管取り出しからメータボックス設置までの施工については、下記の点に注 

意して施工をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サドル上側の取り付けは使用せず必ず横側の取り付けを使用してください。 

塩ビ管の場合、ロクロ継手を使用して接続してください。 

1次側、2次側の仕切弁は、メータ口径Ф50以上は、管理上のため設置して

ください。ただし、管路の延長など配管状況によっては、メータ口径Ф50未

満についても設置となることもあります。 

青銅製仕切弁の場合は、片側に伸縮継手を設置してください。 

直結伸縮止水栓は、メータ口径と同じ口径のものを使用してください。 

メータ等、傾きがなく水平となるように配管してください。 

例としてPP管では、60°ロングベンドを使用。 

水道メータ 
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配水管及び給水管埋設位置を管理するため、施工時に識別マーカーを埋設して

ください。設置位置は下図の通りです。識別マーカーについては、水道工務課

より支給いたします。 

 

 

図：識別マーカー設置位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 給水装置工事完成報告書の提出 

工事完了後、速やかに給水装置工事完成報告書を提出してください。工事

完成報告書の提出を受けて、水道工務課にて完成検査を実施いたします。 
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給水装置工事完成報告書（記入例） 
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給水装置工事完成報告書（記入例） 

竣工配管図

図 

サドル分水栓（VP）Ф100×Ф20  

ロクロ継手 Ф20 

HIVP S Ф20 

0.
6
ｍ
 

量水器 Ф13 

直結伸縮止水栓 Ф13  

量水器ボックス Ф20 

HIVP S Ф20×13 
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